
                                              

                                              

第
二
章 

先
史
時
代 



第
一
節 

奄
美
の
先
史
時
代 

一 

概 

説 

 

九
州
と
台
湾
の
間
に
連
な
る
薩
南
・
沖
縄
・
先
島
の
諸
島
は
南 

島
と
呼
ば
れ
、
日
本
列
島
の
な
か
で
先
史
時
代
の
様
相
を
把
握
し 

に
く
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
時
代
以
降
、
調
査
の
絶
対
数 

が
尐
な
く
、
明
治
末
に
鳥
居
龍
蔵
博
士
が
城
岳
貝
塚
・
荻
堂
貝 

塚
・
伊
波
貝
塚
・
天
願
貝
塚
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て 

遺
跡
の
存
在
が
判
明
し
た
。
大
正
時
代
に
な
っ
て
松
村
瞭
博
士
が 

荻
堂
貝
塚
、
大
山
柏
公
爵
が
伊
波
貝
塚
、
小
牧
実
繁
・
西
村
真
次
・ 

橋
本
増
吉
・
金
関
丈
夫
博
士
ら
が
城
岳
貝
塚
を
発
掘
し
、
昭
和
初 

期
に
は
島
田
貞
彦
氏
の
崎
樋
川
貝
塚
、
廣
瀬
祐
良
・
小
原
一
夫
・ 

三
宅
宗
悦
博
士
ら
の
面
縄
貝
塚
発
掘
が
あ
り
、
三
宅
博
士
に
は
ほ 

か
に
宇
宿
貝
塚
・
喜
念
原
始
墓
の
発
掘
が
あ
る
程
度
で
、
調
査
さ 

れ
た
遺
跡
数
も
十
指
に
満
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

      

疑
い
な
い
。こ
れ
を
南
島
先
史
文
化
圏
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

南
島
先
史
文
化
と
本
土
先
史
文
化
と
の
交
渉
の
跡
は
、
宇
宿
貝 

塚
に
お
い
て
、
縄
文
後
期
の
市
来
式
土
器
、
一
湊
式
土
器
が
発
見 

さ
れ
、
瀬
戸
内
町
嘉
徳
遺
跡
で
は
、
市
来
式
土
器
の
ほ
か
に
同
じ 

く
縄
文
後
期
の
小
池
原
下
層
式
土
器
が
発
見
さ
れ
、
縄
文
時
代
後 

期
に
は
本
土
と
の
交
渉
が
、
広
域
に
渡
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と 

を
示
し
て
い
る
。 

 

読
谷
村
に
お
け
る
渡
具
知
東
原
遺
跡
の
調
査
は
、曽
畑
式
土
器
、 

貝
殻
条

じ
よ
う

痕こ
ん

文
土
器
の
発
見
に
よ
っ
て
、
一
挙
に
、
本
土
と
の
交 

渉
が
縄
文
時
代
前
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
示
し
た
。
同
様
の 

発
見
は
奄
美
の
高
又
遺
跡
で
も
見
ら
れ
、
そ
の
普
遍
性
を
示
し
て 

い
る
。
渡
具
知
東
原
の
第
二
次
調
査
で
は
、
曽
畑
式
土
器
よ
り
下 

層
か
ら
ヤ
ブ
チ
式
土
器
（
爪
形
文
～
押
圧
文
）
を
発
見
し
、
縄
文 

草
創
期
の
爪
形
文
と
対
比
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
爪
形
文
土
器 

は
、
奄
美
に
お
い
て
も
、
ヤ
ー
ヤ
洞
穴
、
高
又
遺
跡
の
ほ
か
、
最 

近
、
中
甫
洞
穴
で
も
発
見
さ
れ
た
。 

 

弥
生
土
器
の
発
見
も
、
沖
縄
・
奄
美
と
も
に
、
地
元
の
土
器
に 

ま
ざ
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
た
が
、
近
ご
ろ
、
弥
生
の
遺
跡
と
し
て 

発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。笠
利
町
の
サ
ウ
チ
遺
跡
が
そ
れ
で
、 

前
期
か
ら
後
期
ま
で
続
い
た
遺
跡
で
あ
る
。 

 

そ
の
あ
と
久
し
く
調
査
が
途
絶
え
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
年
の 

九
学
会
に
よ
る
奄
美
大
島
の
先
史
時
代
の
調
査
で
、
宇
宿
貝
塚
を 

発
掘
し
、
遺
跡
の
上
層
か
ら
、
宇
宿
上
層
式
土
器
（
無
文
土
器
）、 

下
層
か
ら
は
、
宇
宿
下
層
式
土
器
（
有
文
土
器
）
を
出
土
し
た
。 

こ
れ
ら
の
土
器
形
式
は
、
奄
美
諸
島
全
域
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ 

る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

 

宇
宿
下
層
式
土
器
は
、
本
土
の
縄
文
後
期
の
、
市
来
式
土
器
を 

伴
っ
た
こ
と
か
ら
、
下
層
式
土
器
の
う
ち
に
、
縄
文
後
期
と
同
時 

期
の
土
器
が
あ
る
と
い
う
大
発
見
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
に
よ
っ 

て
初
め
て
奄
美
の
土
器
を
、
本
土
の
土
器
と
同
じ
規
準
で
論
ず
る 

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

一
方
、
奄
美
諸
島
の
土
器
は
本
土
的
と
い
う
よ
り
南
に
つ
な
が 

り
を
も
つ
も
の
で
、南
の
土
器
と
一
括
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
、 

宇
宿
貝
塚
は
奄
美
と
沖
縄
を
結
ぶ
同
一
系
統
土
器
文
化
の
北
端
に 

位
置
し
て
南
九
州
と
接
触
す
る
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら 

れ
る
。 

 
以
来
、
考
古
学
の
調
査
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
沖
縄
・
奄
美
に
お 

け
る
遺
跡
、
遺
物
の
様
相
が
、
明
ら
か
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、 

両
者
に
共
通
す
る
土
器
文
化
が
存
在
す
る
こ
と
も
判
明
し
、
両
地 

域
の
先
史
文
化
が
、
共
通
の
文
化
圏
に
属
す
る
こ
と
は
、
も
は
や 

      

二 

早 

期 

 

奄
美
諸
島
で
最
も
古
い
遺
跡
は
、
笠
利
町
土
浜
の
ヤ
ー
ヤ
洞
穴 

と
中
甫
洞
穴
で
あ
る
。
中
甫
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
の
で
、
こ
こ 

で
は
ヤ
ー
ヤ
洞
穴
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ヤ
ー
ヤ
洞
穴
は
、
笠
利
半 

島
の
基
部
に
あ
り
、
海
岸
砂
丘
の
内
側
に
あ
る
隆
起
珊
瑚
礁
に
で 

き
た
洞
穴
遺
跡
で
あ
る
。二
層
の
包
含
層
が
あ
り
、上
層
か
ら
は
、 

甕か
め

形
土
器
・
条
痕
文
土
器
・
無
文
土
器
・
凹
文
土
器
、
下
層
か
ら 

は
、
沈
線
文
土
器
・
条
痕
文
土
器
・
貝
殻
押
圧
文
土
器
・
凹
文
土 

器
が
出
土
し
た
。 

 

上
述
の
土
器
の
う
ち
、
凹
文
土
器
が
奄
美
最
古
の
土
器
と
考
え 

ら
れ
る
。
沖
縄
県
ヤ
ブ
チ
洞
穴
で
発
見
さ
れ
た
土
器
と
同
じ
型
式 

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
国
分
直
一
・
三
島
格
氏
に
よ
っ
て
ヤ
ブ
チ 

式
と
名
付
け
ら
れ
た
。 

 

ヤ
ブ
チ
式
は
、
深ふ

か

鉢ば
ち

形
丸
底
の
器
形
で
、
文
様
は
指
頭
押
圧
文 

を
横
に
並
べ
、
器
面
全
体
に
施
す
も
の
で
、
時
に
爪
形
を
残
す
例 

も
あ
り
、ま
た
裏
面
に
も
指
頭
の
圧
痕
を
印
す
も
の
も
見
ら
れ
る
。 

 

沖
縄
県
読
谷
村
渡
具
知
東
原
遺
跡
で
、
縄
文
土
器
の
曽
畑
式
土 
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た
た
め
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
時
期
に
は
す
で
に
ヤ
ブ
チ
式
土
器
は 

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

渡
具
知
東
原
遺
跡
の
ヤ
ブ
チ
式
土
器
包
含
層
の
、
貝
に
よ
る
Ｃ 

―
14
年
代
は
、
６
４
５
０
～
６
６
７
０
Ｙ
・
Ｂ
・
Ｐ
・
で
あ
る
。 

こ
の
数
値
は
、
縄
文
時
代
の
最
大
海
進
時
と
一
致
す
る
。
測
定
に 

使
用
し
た
貝
は
当
時
遺
跡
地
に
生
息
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

ヤ
ブ
チ
式
土
器
は
、
台
地
上
の
遺
跡
地
か
ら
押
し
流
さ
れ
て
、
堆た

い 

積せ
き

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
成
立
年
代
は
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
も 

の
で
、
貝
の
生
息
年
代
よ
り
古
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

高
又
遺
跡
・
渡
具
知
東
原
遺
跡
・
野
国
貝
塚
の
状
況
か
ら
み 

て
、
ヤ
ブ
チ
式
土
器
の
成
立
年
代
は
、
縄
文
時
代
の
最
大
海
進
時 

以
前
の
時
期
で
あ
ろ
う
。 

三 

前 

期 

 

南
九
州
で
は
、
貝
塚
の
数
が
き
わ
め
て
尐
な
い
。
縄
文
時
代
早 

期
に
属
す
る
も
の
は
な
く
、
前
期
後
半
に
な
っ
て
初
め
て
出
現
す 

る
。
不
思
議
に
西
海
岸
に
か
た
よ
っ
て
分
布
し
、
種
子
島
の
苦
浜 

貝
塚
、
薩
摩
半
島
の
上
焼
田
貝
塚
・
阿
多
貝
塚
、
出
水
平
野
の
庄 

貝
塚
、
宇
土
半
島
基
部
の
轟
貝
塚
・
曽
畑
貝
塚
な
ど
が
あ
る
。
出 

器
を
上
層
か
ら
、
爪
形
文
土
器
を
下
層
か
ら
、
さ
ら
に
ヤ
ブ
チ
式 

土
器
を
最
下
層
か
ら
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヤ
ブ
チ
式
土
器 

の
古
さ
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

ヤ
ブ
チ
式
土
器
は
、
本
土
の
福
岡
県
門
田
遺
跡
出
土
の
爪
形
文 

土
器
と
酷
似
し
、
草
創
期
に
属
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。
ま 

た
昭
和
五
十
八
年
に
は
、
沖
縄
県
嘉
手
納
村
野
国
貝
塚
の
発
掘
に 

よ
っ
て
、
大
量
の
爪
形
文
土
器
が
発
見
さ
れ
、
地
元
で
生
産
さ
れ 

た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。 

 

笠
利
町
高
又
遺
跡
で
は
、
三
、
四
層
か
ら
ロ
ー
リ
ン
グ
を
受
け 

た
ヤ
ブ
チ
式
土
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
包
含
層
は
標
高
に 

し
て
、
四
・
七
三
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
・
六
八
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に 

あ
る
。 

 

笠
利
町
サ
ウ
チ
遺
跡
の
調
査
に
よ
る
と
、
縄
文
時
代
最
大
海
進 

時(

Ｃ
―
14
、
６
６
３
０
±
１
５
０
Ｙ
・
Ｂ
・
Ｐ
・
）
の
汀て

い

線
は 

標
高
四
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
高
又
遺
跡
の 

ヤ
ブ
チ
式
土
器
の
包
含
層
は
、
最
大
海
進
時
に
は
汀
線
を
中
に
挟 

む
高
さ
に
あ
り
、主
と
し
て
ヤ
ブ
チ
式
土
器
を
出
土
し
た
四
層
は
、 

ほ
と
ん
ど
汀
線
以
下
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

高
又
遺
跡
出
土
の
土
器
の
う
ち
、
ヤ
ブ
チ
式
土
器
だ
け
が
ロ
ー 

リ
ン
グ
を
受
け
て
い
る
の
は
、
最
大
海
進
時
に
汀
線
以
下
に
没
し 

      

土
す
る
土
器
は
轟
式
と
曽
畑
式
に
限
ら
れ
、
沖
縄
・
奄
美
の
遺
跡 

と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
南
九
州
西
海
岸
に
お
い
て
、
内 

陸
か
ら
海
岸
へ
進
出
し
て
貝
塚
が
営
ま
れ
た
時
期
に
、
沖
縄
・
奄 

美
と
の
間
に
、
密
接
な
交
流
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と 

こ
ろ
で
あ
る
。 

 

高
又
遺
跡
の
用
水
路
左
岸
で
は
、
下
層
か
ら
曽
畑
系
土
器
を
出 

土
し
て
い
る
。
一
片
は
本
土
か
ら
の
移
入
で
あ
る
と
い
う
。
お
そ 

ら
く
遺
跡
地
全
域
に
は
曽
畑
式
土
器
そ
の
も
の
も
埋
存
す
る
こ
と 

は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。
宇
宿
貝
塚
・
ア
ヤ
マ
ル
遺
跡
に
お
い
て 

も
曽
畑
式
土
器
の
発
見
が
あ
る
。 

 

ま
た
高
又
遺
跡
用
水
路
右
岸
の
下
層
か
ら
は
、
砲
弾
形
尖
底

せ
ん
て
い

の 

貝
殻
条
痕
文
土
器
二
個
が
、
重
な
り
あ
っ
て
出
土
し
て
い
る
。 

 

貝
殻
条
痕
文
土
器
は
、
瀬
戸
内
町
嘉
徳
遺
跡
、
笠
利
町
ヤ
ー
ヤ 

洞
穴
・
宇
宿
貝
塚
に
も
尐
量
出
土
し
て
お
り
、
喜
界
町
赤
連
遺
跡 

に
も
見
ら
れ
、
赤
連
系
土
器
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

十
島
村
の
宝
島
大
池
遺
跡
で
は
、
本
土
の
縄
文
前
期
の
轟
Ⅲ
式 

土
器
と
赤
連
系
土
器
と
が
共
伴
出
土
し
て
い
る
。 

 

曽
畑
式
土
器
は
九
州
の
西
海
岸
に
、
轟
式
土
器
は
九
州
全
域
に 

分
布
す
る
縄
文
前
期
末
の
土
器
型
式
で
、
轟
Ⅲ
式
と
曽
畑
式
土
器 

は
、
志
布
志
町
片
野
洞
穴
で
は
共
伴
出
土
し
て
い
る
。 
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高
又
遺
跡
出
土
の
曽
畑
式
土
器
出
土
層
の
貝
に
よ
る
、
Ｃ
ー
14 

年
代
は
Ｎ
―
３
１
０
７
、
４
４
５
０
Ｙ
・
Ｂ
・
Ｐ
・
で
あ
る
が
、 

こ
の
層
か
ら
は
、
ヤ
ブ
チ
式
・
曽
畑
系
・
面
縄
前
庭
式
の
三
型
式 

の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
大
池
遺
跡
の
Ｃ
ー
14
年
代
は
４
８
２ 

０
±
９
５
Ｙ
・
Ｂ
・
Ｐ
・
で
あ
る
。 

 

最
近
、
沖
永
良
部
島
の
中
甫
洞
穴
や
神
野
遺
跡
か
ら
も
轟
式
土 

器
お
よ
び
轟
式
系
統
の
土
器
が
発
見
さ
れ
、
奄
美
に
お
け
る
こ
の 

時
期
の
様
子
が
だ
い
ぶ
わ
か
っ
て
き
た
。 

                  

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

五 

後 

期 

 

奄
美
の
土
器
と
本
土
縄
文
土
器
と
が
、明
確
に
結
び
つ
く
の
は
、 

い
ま
だ
に
市
来
式
土
器
と
面
縄
東
洞
式
土
器
と
の
関
係
だ
け
で
あ 

る
。
昭
和
三
十
年
の
宇
宿
貝
塚
調
査
に
よ
っ
て
、
宇
宿
下
層
式
土 

器
と
縄
文
後
期
の
市
来
式
土
器
お
よ
び
一
湊
式
土
器
と
が
共
伴
出 

土
し
て
以
来
、
奄
美
・
沖
縄
を
通
じ
て
、
本
土
の
各
時
期
の
縄
文 

土
器
、
あ
る
い
は
そ
の
影
響
を
受
け
た
土
器
の
発
見
は
、
相
当
の 

数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
南
島
の
土
器 

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

市
来
式
土
器
は
、
そ
の
後
沖
縄
の
浦
添
貝
塚
、
奄
美
の
嘉
徳
遺 

跡
・
面
縄
第
Ⅰ
貝
塚
・
喜
念
貝
塚
な
ど
で
も
発
見
さ
れ
、
こ
の
時 

期
の
本
土
と
南
島
の
交
流
が
広
範
囲
に
渡
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が 

明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

南
九
州
で
は
、
前
期
末
の
貝
塚
形
成
以
後
、
貝
塚
の
形
成
は
ほ 

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
後
期
に
な
っ
て
前
葉
を
過
ぎ
中
葉
に
さ
し 

か
か
っ
て
、
市
来
式
土
器
文
化
の
発
生
期
に
至
っ
て
、
鹿
児
島
湾 

岸
に
武
貝
塚
・
草
野
貝
塚
、
西
海
岸
に
市
来
貝
塚
・
尾
賀
台
貝 

四 

中 

期 

 

中
期
の
土
器
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
宇
宿
貝
塚
の
最
下
層
か 

ら
小
数
出
土
し
て
い
る
。
深
鉢
形
土
器
の
口
縁
部
で
粘
土
紐ひ

も

を
貼は 

り
付
け
、
刻
み
目
を
施
し
た
も
の
で
、
器
面
に
貝
殻
条
痕
を
施
し 

て
い
る
。
他
の
一
個
は
、
同
じ
く
深ふ

か

鉢ば
ち

形
土
器
の
口
縁
部
で
、
粘 

土
の
凸
帯
を
施
し
た
上
か
ら
貝
殻
縁
で
押
圧
し
、
器
面
に
は
縦
に 

 
 
 
 
 

爪
形
文
を
施
し
て
い
る
。胎
土

た
い
ど

に
白
粉
を
含
む
か
ら
、 

 
 
 
 
 

あ
る
い
は
地
元
で
作
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 
 
 
 

共
に
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

南
九
州
の
縄
文
土
器
で
、
中
期
末
に
凸
帯
貼
り
付 

 
 
 
 
 

け
文
土
器
が
あ
り
、
出
水
貝
塚
・
麦
ノ
浦
貝
塚
・
石 

 
 
 
 
 

郷
遺
跡
・
春
日
遺
跡
・
飛
岡
遺
跡
な
ど
で
発
見
さ
れ 

 
 
 
 
 

て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

奄
美
・
沖
縄
を
通
じ
て
、
中
期
の
文
化
に
関
す
る 

 
 
 
 
 

資
料
は
大
変
尐
な
い
。
将
来
中
期
に
関
す
る
遺
物
が 

 
 
 
 
 

発
見
さ
れ
る
機
会
は
、
あ
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
多 

 
 
 
 
 

く
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ 

 
 
 
 
 

る
。
中
期
の
生
活
環
境
に
な
ん
ら
か
の
制
約
が
あ
っ 

      

塚
・
出
水
貝
塚
・
南
福
寺
貝
塚
な
ど
が
急
に
形
成
さ
れ
て
い
る 

が
、
こ
れ
に
は
な
ん
ら
か
の
原
因
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

市
来
式
土
器
の
Ｃ
ー
14
年
代
は
、
３
５
０
０
Ｙ
・
Ｂ
・
Ｐ
・
と 

さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
列
島
は
、
四
千
～
三
千
年
前
ご
ろ
に
は
、 

汎は
ん

世
界
的
な
海
面
低
下
と
小
氷
期
的
な
寒
冷
気
候
の
下
に
あ
り
、 

気
候
悪
化
に
よ
り
縄
文
文
化
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
縄 

文
時
代
中
期
末
・
後
期
に
は
、
中
部
山
岳
地
帯
や
東
日
本
で
は
遺 

跡
数
が
激
減
し
て
い
る
の
に
対
し
、
西
日
本
の
岡
山
な
ど
で
は
遺 

跡
数
が
漸
増
し
、
焼
畑
農
耕
の
導
入
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い 

う
説
も
あ
る
。 

 

気
候
悪
化
へ
の
対
応
は
、
地
域
と
時
代
に
よ
っ
て
種
々
で
あ
っ 

た
と
思
わ
れ
る
。
南
九
州
に
あ
っ
て
は
、
縄
文
後
期
前
葉
の
指
宿 

式
土
器
文
化
で
は
内
陸
に
分
布
し
、消
極
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、 

縄
文
後
期
中
葉
の
市
来
式
土
器
文
化
で
は
、海
岸
へ
分
布
を
広
げ
、 

積
極
的
な
対
応
を
示
し
、
盛
ん
に
貝
塚
を
形
成
し
海
外
へ
発
展
し 

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

南
九
州
と
南
島
と
の
交
流
が
、
こ
の
時
期
に
急
に
活
発
に
行
わ 

れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

昭
和
五
十
三
年
に
行
わ
れ
た
宇
宿
貝
塚
の
再
調
査
で
は
、
宇
宿 

下
層
式
の
う
ち
最
も
古
い
型
式
で
あ
る
面
縄
東
洞
式
土
器
と
市
来 
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式
土
器
と
が
、
敷
石
住
居
址
内
で
共
伴
出
土
し
て
両
者
の
関
係
を 

一
層
明
確
な
も
の
に
し
た
。（
Ｎ
―
３
３
７
８
、
敷
石
住
居
址
貝
、 

Ｃ
ー
14
、
３
５
１
０
±
６
５
Ｙ
・
Ｂ
・
Ｐ
・
） 

 

面
縄
東
洞
式
土
器
は
、
面
縄
第
四
貝
塚
の
東
洞
穴
最
下
層
か
ら 

出
土
す
る
土
器
を
標
式
と
す
る
、
平
底
深
鉢
形
の
器
形
が
主
で
あ 

る
が
、
上
げ
底
の
脚
台
を
有
す
る
二
重
口
縁
土
器
と
い
う
独
特
の 

土
器
を
創
造
し
て
い
る
一
面
、
市
来
式
土
器
の
影
響
と
見
ら
れ
る 

脚
台
付
皿
形
土
器
も
製
作
し
て
い
る
。
籠か

ご

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
文 

様
を
押
引
の
手
法
で
施
文
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
そ
れ
以
降
の 

奄
美
の
土
器
の
文
様
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
。
南
島
で
発
見
さ
れ 

た
市
来
式
土
器
は
、
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
ま
で
あ
り
、
本 

土
と
南
島
と
の
交
流
は
、
お
よ
そ
市
来
式
の
発
生
期
か
ら
終
末
期 

ま
で
続
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
の
期
間
に
市
来
式
の
土
器
製
作
法
が
、
面
縄
東
式
の
土
器
製 

作
に
相
当
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。
深
鉢
形
の
土
器
で
は
、
口
縁 

部
を
厚
く
し
て
、
断
面
が
三
角
形
に
作
ら
れ
た
も
の
、
面
縄
東
洞 

式
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
波
状
口
の
器
形
、
器
面
調
整
に
貝
殻
縁
を 

使
用
し
た
も
の
、
こ
の
ほ
か
、
市
来
式
の
施
文
法
ま
で
取
り
入
れ 

た
も
の
な
ど
の
ほ
か
、新
た
に
台
付
皿
型
土
器
を
制
作
す
る
な
ど
、 

一
時
的
な
交
易
の
程
度
で
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
影
響 

                          

で
あ
る
。ま
し
て
女
性
が
土
器
制
作
に
携
わ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、 

婚
姻
な
ど
を
通
じ
定
着
も
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ 

う
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
市
来
式
の
土
器
の
影
響
を
受 

け
た
土
器
製
作
に
あ
た
っ
て
、
た
だ
一
つ
だ
け
で
あ
る
が
、
絶
対 

に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
面
縄
東 

洞
式
の
特
徴
で
あ
る
「
押
引
文
」
を
必
ず
施
文
す
る
こ
と
で
あ
っ 

た
。
お
そ
ら
く
こ
の
社
会
の
掟

お
き
て

と
で
も
見
る
べ
き
も
の
で
、
こ 

の
文
化
圏
に
属
す
る
土
器
製
作
者
の
す
べ
て
が
、
従
わ
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
規
制
で
あ
っ
た
。 

 

南
九
州
と
南
島
と
の
交
流
の
な
か
で
、
特
に
交
流
の
盛
ん
で 

あ
っ
た
市
来
式
の
時
代
に
お
い
て
も
、
そ
の
流
れ
は
常
に
一
方
的 

で
、
南
島
に
も
と
づ
く
遺
物
が
、
本
土
に
お
い
て
は
、
ま
っ
た
く 

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
不
可 

解
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
近
、
昭
和
三
十
六
年
に
発
掘
し
た
市
来 

貝
塚
の
貝
輪
を
調
べ
て
い
た
ら
、
市
来
式
土
器
の
包
含
層
か
ら
出 

土
し
た
、
半
製
品
の
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
製
貝
輪
を
発
見
し
て
狂
喜
し 

た
。
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
は
奄
美
以
南
に
生
息
す
る
貝
で
あ
る
。
市
来 

貝
塚
出
土
の
貝
殻
に
は
も
ち
ろ
ん
含
ま
れ
て
い
な
い
。
い
う
ま
で 

も
な
く
、
こ
の
貝
輪
の
素
材
と
な
っ
た
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
は
、
奄
美 

ま
た
は
沖
縄
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
貝
が
、
縄
文
時 
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代
の
南
島
交
易
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
、
唯
一
の
資
料 

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
貝
の
ほ
か
に
も
種
々
の
交
易
品
が
あ
っ
た 

と
思
わ
れ
る
が
、
有
機
物
が
残
存
し
に
く
い
と
い
う
条
件
も
、
今 

日
交
易
品
と
さ
れ
る
資
料
の
発
見
が
困
難
な
原
因
で
あ
ろ
う
。 

六 

土
器
の
編
年 

 

面
縄
東
洞
式
土
器
以
降
の
土
器
編
年
は
、
次
の
表
の
よ
う
に
ま 

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

文
様
の
変
遷
を
見
る
と
、
面
縄
東
洞
式
土
器
の
押
引
に
よ
る
籠 

編
状
の
文
様
が
基
本
形
に
な
っ
て
い
る
。
次
の
嘉
徳
Ⅰ
式
は
、
面 

縄
東
洞
式
の
文
様
を
沈
刻
線
で
縁
取
り
し
た
も
の
で
、
嘉
徳
Ⅱ
式 

は
、
さ
ら
に
押
引
の
手
法
が
な
く
な
っ
て
、
沈
刻
線
の
み
で
文
様 

が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
面
縄
西
洞
式
は
、
口
縁
部
と
頸
部
に
そ
れ 

ぞ
れ
一
条
の
刻
み
目
凸
帯
を
め
ぐ
ら
し
、
凸
帯
間
に
は
羽
状
ま
た 

は
編
み
目
沈
線
文
を
施
す
も
の
で
あ
る
。（
Ｈ
図
）
犬
田
布
式
は
、 

面
縄
西
胴
式
に
類
似
す
る
が
、
上
部
凸
帯
は
口
唇
部
と
癒
着
し
た 

も
の
も
あ
ら
わ
れ
、
一
体
に
細
く
な
る
。
器
形
は
深
鉢
形
お
よ
び 

甕
形
の
平
底
で
あ
る
。
次
の
喜
念
Ⅰ
式
へ
の
漸
移
的
様
相
が
見
ら 

れ
る
。（
Ｇ
図
） 

                          

                      奄美大島土器の編年     

  形  式  名 出 土 遺 跡 器       形 宇宿式 南九州との関係 

1  面繩東洞式 宇宿，面繩Ⅱ・Ⅳ 深鉢平底 下層式 市来式(繩文後期) 

2  嘉徳Ⅰ式 宇宿，面繩Ⅱ・Ⅳ，嘉徳 深鉢平底 下層式   

3  嘉徳Ⅱ式 宇宿，面繩Ⅱ・Ⅳ，嘉徳 深鉢平底 下層式   

4  面繩西洞式 宇宿，面繩Ⅳ，犬田布 深鉢平底 下層式   

5  犬田布式 犬田布 深鉢，壺形，平底 下層式   

6  喜念Ⅰ式 宇宿，喜念 甕鉢，壺形，丸底 下層式 

山ノ口式(弥生中期) 7  宇宿上層式ｂ 宇宿，喜念 甕鉢，壺形，平底，丸底 上層式 

8  宇宿上層式a 宇宿，喜念 甕鉢，壺形，平底，丸底 上層式 
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の
中
で
画
期
的
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

宇
宿
上
層
式
土
器
は
最
も
大
量
に
生
産
さ
れ
た
土
器
で
、
土
器 

の
大
量
生
産
体
制
が
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
器
形
は
、
喜 

念
Ｉ
式
に
続
い
て
壺
形
土
器
と
甕
形
土
器
の
二
種
類
の
セ
ッ
ト
か 

ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
種
々
模
索
さ 

れ
て
来
た
が
、
確
定
的
な
結
果
が
出
て
い
な
か
っ
た
。
宇
宿
貝
塚 

の
調
査
で
は
、
宇
宿
上
層
式
土
器
と
弥
生
後
期
の
土
器
と
の
伴
出 

が
認
め
ら
れ
た
。 

 

壺
形
土
器
は
丸
底
、
甕
形
土
器
は
平
底
で
、
共
に
口
縁
部
は
、 

断
面
三
角
形
、
蒲
鉾
形
、
帯
状
に
肥
厚
す
る
も
の
、
直
口
の
も
の 

な
ど
が
あ
る
。
胎
土
は
粒
子
が
細
か
で
砂
粒
を
混
ぜ
ず
、
焼
成
は 

良
く
な
い
。
色
調
は
黄
褐
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
く
軟
質
で
、
風 

蝕
を
受
け
や
す
く
、
ほ
と
ん
ど
の
土
器
が
、
器
面
が
荒
れ
、
破
損 

面
は
摩
耗
し
て
丸
味
を
帯
び
る
の
が
常
で
あ
る
。
口
縁
部
に
刻
線 

の
残
存
す
る
土
器
が
、
宇
宿
上
層
式
ｂ
、
全
く
文
様
の
な
い
も
の 

が
、
宇
宿
上
層
式
ａ
で
あ
る
。 

    

 

壺
形
土
器
で
注
意
さ
れ
る
も
の
に
、
宝
島
浜
坂
貝
塚
下
層
出
土 

の
土
器(

Ａ
図
1
・
2
・
3)

が
あ
る
。
文
様
は
直
線
を
組
み
合 

わ
せ
て
枠
を
つ
く
る
も
の
で
、
X
字
状
に
交
差
す
る
な
ど
の
共
通 

点
が
あ
り
、
2
の
土
器
は
枠
に
そ
っ
て
ケ
バ
を
刻
み
、
3
の
土
器 

は
連
点
を
施
し
て
い
る
。
特
に
3
の
土
器
の
口
縁
部
の
刻
み
目
は
、 

面
縄
前
庭
式
の
口
縁
部
と
の
類
似
点
が
目
だ
つ
。
こ
れ
ら
の
土
器 

の
編
年
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
資
料
不
十
分
で
、
今
後
の 

研
究
に
待
つ
ほ
か
は
な
い
。 

 

喜
念
Ⅰ
式
に
は
壺
形
土
器
と
甕
形
土
器
と
が
あ
り
、
口
縁
部
は 

わ
ず
か
に
外
反
し
、
頸
部
は
し
ま
り
、
胴
部
は
や
や
張
り
、
底
部 

は
壺
形
土
器
は
丸
底
、
甕
形
土
器
は
平
底
で
あ
る
。
口
縁
部
は
直 

口
の
も
の
、
三
角
形
の
断
面
を
呈
す
る
も
の
、
蒲
鉾

か
ま
ぼ
こ

形
に
肥
厚
す 

る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
口
縁
部
に
は
一
条
な
い
し
三
条
の
細
い
み 

み
ず
ば
れ
状
の
凸
帯
を
め
ぐ
ら
し
、
縦
位
の
凸
帯
を
加
え
た
も
の 

も
あ
り
、
凸
帯
に
そ
っ
て
連
点
を
施
す
の
が
特
徴
で
あ
る
。
頸
部 

か
ら
胴
部
に
か
け
て
、
斜
行
文
、
綾あ

や

杉す
ぎ

文
、
羽
状
文
な
ど
の
沈
刻 

線
を
不
規
則
に
施
文
す
る
の
も
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
胎
土
は
粒 

子
が
細
か
で
砂
な
ど
を
混
ぜ
ず
、
焼
成
は
悪
く
て
も
ろ
く
、
色
調 

は
黄
色
味
を
帯
び
て
脆

弱

ぜ
い
じ
や
く

の
感
じ
が
あ
る
。
有
文
土
器
（
宇
宿 

下
層
式
）
に
属
す
る
が
、
質
は
無
文
土
器
に
近
く
、
土
器
の
流
れ 

      

七 

弥
生
文
化 

 

奄
美
諸
島
に
弥
生
文
化
は
定
着
し
て
い
た
の
か
否
か
は
、
久
し 

く
疑
問
と
さ
れ
た
問
題
で
あ
っ
た
。弥
生
土
器
は
採
取
さ
れ
て
も
、 

遺
跡
と
し
て
の
発
見
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
五
十
二
年 

に
行
わ
れ
た
、
笠
利
町
サ
ウ
チ
遺
跡
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
問 

題
は
解
明
さ
れ
た
。 

 

サ
ウ
チ
遺
跡
は
、
笠
利
湾
に
突
き
出
し
た
打
田
原
半
島
の
西
岸 

で
半
島
の
北
端
に
近
い
海
岸
砂
丘
に
位
置
し
て
い
る
。背
後
に
は
、 

標
高
八
十
メ
ー
ト
ル
で
低
い
が
、
急

峻

き
ゆ
う
し
ゆ
ん

な
山
地
を
ひ
か
え
、
砂 

丘
と
の
間
に
は
、
山
麓
か
ら
の
湧
水

ゆ
う
す
い

に
よ
る
低
湿
地
が
ひ
ろ
が
っ 

て
い
る
。
弥
生
時
代
初
期
の
遺
跡
立
地
条
件
に
、
ぴ
っ
た
り
一
致 

す
る
自
然
条
件
を
そ
な
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

遺
跡
は
海
岸
に
面
す
る
標
高
九
・
二
メ
ー
ト
ル
の
砂
丘
に
形
成 

さ
れ
、
相
互
に
無
遺
物
層
を
挟
ん
だ
三
つ
の
遺
物
包
含
層
か
ら 

な
っ
て
い
る
。
下
層
は
面
縄
西
洞
式
、
中
層
は
弥
生
前
期
・
中
期
、 

上
層
は
弥
生
後
期
の
層
で
あ
る
。 
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(一) 

弥
生
前
期 

 

中
層
の
下
部
に
包
含
層
が
あ
り
、
楕
円
形
の
縦
穴
住
居
址
、
中 

に
珪
岩
の
円
礫
十
一
個
を
配
置
し
た
土
壙

ど
こ
う

、
底
部
に
オ
オ
ツ
タ
ノ 

ハ
製
貝
輪
を
納
め
た
土
壙
が
発
見
さ
れ
た
。
土
器
は
壺
、
甕
、
鉢 

が
出
土
し
、
大
半
は
本
土
か
ら
移
入
し
た
も
の
で
、
南
九
州
西
岸 

に
ま
れ
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
土
器
も
含
ま
れ
る
が
、
地
元
で
作
ら 

れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。 

 

壺
形
土
器
は
破
片
の
み
で
、
復
元
で
き
な
い
が
、
前
期
前
半
の 

特
徴
を
よ
く
示
し
、
紅
褐
色
の
よ
く
研
磨
さ
れ
た
土
器
で
、
頸
部 

と
胴
部
の
境
に
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。 

 

甕
形
土
器
は
外
反
し
た
口
縁
部
の
外
側
に
刻
み
目
を
施
す
も 

の
、
口
縁
端
に
短
い
凸
帯
を
め
ぐ
ら
し
刻
み
目
を
施
す
も
の
（
Ｂ 

図
１
）な
ど
が
あ
り
、胴
部
に
張
り
の
な
い
平
底
の
土
器
で
あ
る
。 

 

住
居
址
か
ら
は
紡
錘
車
（
Ｃ
図
）
が
出
土
し
、
土
壙
の
オ
オ
ツ 

タ
ノ
ハ
貝
輪
も
こ
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
。 

 
(二) 

弥
生
中
期 

 

中
層
上
部
に
あ
た
る
。中
期
初
頭
お
よ
び
中
葉
の
甕
形
土
器
が
、 

主
と
し
て
出
土
し
て
い
る
。こ
の
時
期
に
は
移
入
土
器
の
ほ
か
に
、 
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地
元
で
作
ら
れ
た
弥
生
土
器
の
量
が
増
加
し
て
く
る
。
こ
れ
ら
の 

土
器
に
は
、
弥
生
土
器
の
形
態
を
持
ち
な
が
ら
、
本
土
で
は
見
ら 

れ
な
い
文
様
を
施
し
た
土
器
（
Ｂ
図
2
）、
同
じ
く
中
期
の
甕
形 

土
器
に
、
三
日
月
状
の
外
耳
が
つ
く
土
器
な
ど
が
出
現
し
て
、
弥 

生
土
器
に
地
元
な
ど
の
文
化
要
素
が
結
び
つ
く
形
態
が
現
れ
る
。 

 

ま
た
一
方
で
は
、
中
期
の
弥
生
土
器
に
共
伴
し
て
、
地
元
の
土 

器
と
見
ら
れ
る
、
キ
ャ
リ
パ
ー
形
の
口
縁
部
に
曲
線
文
を
施
し
た 

甕
形
土
器(

Ｄ
図
1)

や
、
兼
久
式
土
器
の
祖
形
と
見
ら
れ
る
土 

器(

Ｄ
図
2
）
な
ど
が
出
土
し
、
こ
の
時
期
は
、
波
及
し
て
き
た 

外
来
の
弥
生
文
化
と
、
在
来
の
地
元
文
化
と
が
接
触
し
て
、
目
ま 

ぐ
る
し
い
よ
う
な
反
応
を
示
し
て
い
る
。（
Ｅ
図
）
な
お
こ
の
時 

期
に
は
、
種
子
島
広
田
遺
跡
に
見
ら
れ
る
饕
餮

と
う
て
つ

文
類
似
の
文
様
を 

彫
っ
た
貝
符
も
出
土
し
て
、
い
や
が
上
に
も
文
化
の
多
様
性
を
見 

せ
つ
け
る
の
で
あ
る
。 

(三) 

弥
生
後
期 

 

上
層
に
あ
た
る
。
破
片
で
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
尐
な
い
が
、
南 

九
州
の
後
期
弥
生
土
器
に
見
ら
れ
る
、
肩
部
ま
た
は
胴
部
に
刻
み 

目
凸
帯
を
め
ぐ
ら
す
壺
形
土
器
、
口
縁
部
が
外
反
し
、
内
側
に 

稜

線

り
よ
う
せ
ん

を
残
し
、
上
げ
底
の
脚
台
を
付
け
る
甕
形
土
器
が
出
土
し 

                          

          

て
い
る
。
こ
れ
に
共
伴
す
る
地
元
の
土
器
は
、
頸
部
に
刻
み
目
凸 

帯
を
め
ぐ
ら
し
、
口
縁
部
に
鋸
歯
状
の
沈
線
文
を
施
す
甕
形
平
底 

の
土
器(

Ｄ
図
3
、
4)

お
よ
び
こ
れ
と
セ
ッ
ト
関
係
に
あ
る
同 

種
の
壺
形
土
器(

Ｄ
図
5)

で
兼
久
式
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
ほ
か
、 

口
縁
部
に
曲
線
文
を
施
す
壺
形
土
器(

Ｄ
図
6)

や
、
縦
位
の
凸 

帯
を
添
付
す
る
甕
形
土
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。 

 
上
層
か
ら
は
、
鞴

ふ
い
ご

口ぐ
ち(

Ｆ
図)

お
よ
び
鉄
器
破
片
が
出
土
し
て

お
り
、
こ
の
時
期
に
は
早
く
も
製
鉄
技
術
ま
で
伝
来
し
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。 

 

中
期
に
は
弥
生
土
器
と
奄
美
の
土
器
と
の
間
に
相
互
の
影
響
が 
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見
ら
れ
た
が
、
後
期
に
は
弥
生
土
器
の
影
響
の
み
が
目
だ
っ
て
く 

る
。 

(

Ｎ
―
３
１
０
３
、
上
層
出
土
の
木
炭
、
Ｃ
ー
14
、
１
９
２
０ 

±
８
０
Ｙ
・
Ｂ
・
Ｐ
・
） 

                                          

八 

遺 

構 

 

(一) 

住 

居 

 

奄
美
諸
島
で
は
、
宇
宿
上
層
式
の
時
期
に
石
囲
の
住
居
址
が
見 

ら
れ
る
。
宇
宿
貝
塚
で
は
昭
和
三
十
年
の
調
査
で
石
囲
い
住
居
址 

一
基
が
発
見
さ
れ
、
昭
和
五
十
三
年
の
調
査
で
は
、
そ
の
北
西
十 

メ
ー
ト
ル
を
隔
て
て
、
同
型
式
の
石
囲
住
居
址
一
基
が
発
見
さ
れ 

た
。
昭
和
三
十
年
に
発
見
さ
れ
た
も
の
は
ほ
ぼ
方
形
を
な
し
、
内 

側
は
約
二
メ
ー
ト
ル
、
外
側
の
各
辺
は
約
二
・
三
メ
ー
ト
ル
で
、 

径
二
十
～
六
十
セ
ン
チ
の
塊
石
を
用
い
て
い
る
。
内
側
に
は
根
石 

を
使
用
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
石
組
の
一
部
に
は
、
石
皿
の 

破
片
を
使
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
北
側
は
や
や
開
き
加
減
で
あ 

る
。
北
東
隅
に
は
礫れ

き

が
多
く
つ
ま
れ
、
こ
れ
に
囲
ま
れ
た
部
分
で 

は
木
炭
が
多
量
に
発
見
さ
れ
た
。 

 
石
囲
内
の
床
面
、
中
央
よ
り
や
や
南
よ
り
に
、
瓢

箪

ひ
ょ
う
た
ん

形
の
炉 

址
が
あ
り
、内
部
は
土
が
焼
け
、木
炭
片
が
多
量
に
発
見
さ
れ
た
。 

床
面
か
ら
宇
宿
上
層
式
の
大
型
土
器
片
や
「
し
い
」
の
実
が
出
土 

し
、
特
に
「
し
い
」
の
実
は
北
西
隅
組
石
の
内
外
か
ら
多
量
出
土 
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し
た
。（
Ｊ
図
） 

 

昭
和
五
十
三
年
に
発
見
さ
れ
た
石
囲
住
居
址
も
、
前
の
も
の
と 

同
時
期
で
ま
っ
た
く
同
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
方
形
で
、
内 

側
は
約
二
メ
ー
ト
ル
、
外
側
の
各
辺
は
二
・
五
メ
ー
ト
ル
で
、
炉 

址
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
床
面
の
南
西
隅
は
、
土
が
焼
け
て 

赤
褐
色
を
呈
し
て
い
た
。
組
石
北
辺
は
、
石
が
多
く
積
ま
れ
、
ほ 

ぼ
完
形
の
壺
形
土
器
が
、
礫
に
囲
ま
れ
て
出
土
し
た
。
床
面
は
全 

域
に
木
炭
片
が
散
布
し
、
獣
骨
片
・
魚
骨
片
・
貝
殻
な
ど
が
点
々 

と
発
見
さ
れ
て
い
る
。（
Ｉ
図
） 

 

こ
の
二
基
の
住
居
址
を
通
じ
て
、
不
思
議
な
現
象
が
発
見
さ
れ 

た
。
そ
れ
は
住
居
址
の
上
に
大
量
の
角
礫
や
円
礫
が
堆
積
し
て
い 

た
こ
と
で
あ
る
。
礫
の
な
か
に
は
自
然
礫
の
ほ
か
に
、
人
工
の
加 

わ
っ
た
礫
も
含
ま
れ
て
お
り
、
自
然
の
堆
積
と
い
う
考
え
も
あ
っ 

た
が
、
遺
跡
地
の
周
辺
の
低
地
よ
り
、
数
メ
ー
ト
ル
以
上
高
い
孤 

立
し
た
砂
丘
で
あ
り
、
風
成
層
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
礫
が
住
居
址 

の
上
だ
け
に
、
自
然
に
堆
積
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が 

判
明
し
た
。 

 

人
工
に
よ
る
堆
積
と
考
え
る
と
、
そ
の
理
由
が
問
題
で
あ
る
。 

住
居
址
が
廃
絶
し
た
後
に
わ
ざ
わ
ざ
大
量
の
礫
を
運
搬
し
て
、
堆 

積
す
る
必
要
性
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
住
居
が
営
ま
れ
て
い
た 

                          

時
期
に
は
す
で
に
、
礫
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す 

れ
ば
、
屋
根
の
置
き
石
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
台
風
常
襲
地 

帯
の
奄
美
に
成
立
し
た
遺
跡
地
と
し
て
は
、
な
ん
ら
か
の
暴
風
対 

策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、生
活
が
成
立
し
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 

置
き
石
屋
根
も
そ
の
一
対
策
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き 

る
。 

 

宇
宿
上
層
式
の
時
期
の
住
居
址
は
、
沖
永
良
部
島
の
住
吉
貝
塚 

で
も
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。 

 

宇
宿
上
層
式
以
前
の
住
居
址
は
、
今
ま
で
発
見
例
が
な
か
っ
た 

が
、
昭
和
五
十
三
年
の
調
査
で
、
宇
宿
貝
塚
に
お
い
て
、
面
縄
東 

洞
式
の
時
期
の
敷
石
住
居
址
が
発
見
さ
れ
た
。
半
分
は
未
調
査
で 

あ
る
が
、
直
径
二
メ
ー
ト
ル
の
円
形
敷
石
住
居
址
で
あ
っ
た
。
床 

面
は
大
小
の
礫
を
、
平
坦
面
を
上
に
し
て
、
平
ら
に
並
べ
、
中
央 

部
へ
わ
ず
か
に
く
ぼ
み
、
中
心
付
近
に
は
、
深
さ
三
十
セ
ン
チ
の 

船
底
状
の
炉
が
設
け
ら
れ
、
木
炭
片
・
有
機
物
が
検
出
さ
れ
た
。 

床
面
か
ら
は
、
面
縄
東
洞
式
土
器
二
ヵ
所
、
市
来
式
土
器
一
ヵ
所 

の
ほ
か
、
貝
匙
、
貝
斧
、
叩
石
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。（
Ｌ
図
） 

 

弥
生
時
代
の
住
居
址
と
し
て
は
、
笠
利
町
の
サ
ウ
チ
遺
跡
に
、 

前
期
の
縦
穴
住
居
址
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
長
径
三
百
十
一
セ
ン 

チ
、
短
径
二
百
四
十
六
セ
ン
チ
の
不
規
則
な
楕
円
形
で
、
深
さ
は 
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十
七
セ
ン
チ
の
浅
い
も
の
で
あ
る
。
炉
址
、
柱
穴
は
発
見
さ
れ
て 

い
な
い
。
住
居
址
内
か
ら
は
、
土
器
の
ほ
か
に
土
製
の
紡
錘
車
が 

出
土
し
て
い
る
（
Ｎ
図
） 

 

(二) 

特
殊
土
壙 

 

瀬
戸
内
町
嘉
徳
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
、
二
重
口
縁
土
器
は
、
二 

個
発
見
さ
れ
た
。
高
さ
は
二
十
セ
ン
チ
と
十
八
セ
ン
チ
の
共
に
小 

形
の
土
器
で
あ
る
。
面
縄
東
洞
式
で
あ
る
。
関
東
・
中
部
地
方
に 

見
ら
れ
る
香
炉
形
の
釣
り
手
土
器
と
異
な
り
、
細
身
の
壺
形
土
器 

で
あ
る
。
上
げ
底
で
、
胴
部
は
や
や
張
り
、
頸
部
は
し
ま
り
、
口 

縁
部
は
二
ま
た
に
分
か
れ
、
内
側
は
壺
状
に
す
ぼ
ま
り
、
外
側
は 

外
反
し
、
い
わ
ゆ
る
二
重
口
縁
を
な
す
。 

 

上
げ
底
の
底
部
下
面
か
ら
外
面
へ
通
ず
る
穴
四
カ
所
（
小
型
の 

土
器
は
二
カ
所
）
と
、
こ
れ
と
対
応
し
て
、
頸
部
に
四
カ
所
（
小 

型
の
土
器
は
二
カ
所
）、
内
外
の
口
縁
の
中
間
に
通
ず
る
穴
を
設 

け
て
い
る
。
こ
の
穴
は
、
底
部
か
ら
、
口
縁
の
二
叉
中
間
へ
紐ひ

も

を 
通
し
て
、
つ
る
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
紐
を
安
定
さ 

せ
る
た
め
に
、
紐
道
の
両
側
に
粘
土
帯
を
張
り
付
け
る
工
夫
を
施 

し
て
い
る
。
二
重
口
縁
土
器
の
今
一
つ
の
特
徴
は
、
二
叉
口
縁
の 

中
間
か
ら
、
土
器
の
内
腔

な
い
こ
う

へ
通
ず
る
穴
が
四
カ
所
（
小
型
は
二
カ 
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。 

所
）
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 
関
東
・
中
部
地
方
の
釣
り
手
土
器
は
、
土
器
の
主
体
部
に
、
懸 

垂
す
る
た
め
の
釣
り
手
を
付
設
し
た
も
の
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、 

本
来
は
据
え
置
い
て
使
用
し
た
も
の
で
、
鉢
形
ま
た
は
皿
形
の
土 

器
で
あ
り
、
上
面
は
開
放
さ
れ
て
い
た
。
防
虫
香
炉
と
す
れ
ば
、 

煙
の
上
昇
す
る
性
質
を
考
え
る
と
、
懸
垂
し
て
高
所
に
上
げ
る
ほ 

ど
、
効
力
は
減
殺
さ
れ
る
が
、
灯
火
器
と
す
れ
ば
、
懸
垂
の
効
果 

は
大
き
く
、
む
し
ろ
灯
火
器
と
す
る
方
が
、
実
情
に
合
う
も
の
と 

考
え
ら
れ
る
。 

 

使
用
法
と
し
て
は
、
窓
が
大
き
く
、
懸
垂
に
用
い
る
紐
が
か
り 

は
、
釣
り
手
の
部
分
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
運
搬
に
は 

適
し
な
い
構
造
で
、
屋
内
で
静
止
し
た
状
態
で
使
用
し
た
も
の
と 

考
え
ら
れ
る
。 

 

二
重
口
縁
土
器
の
場
合
は
、
懸
垂
用
の
紐
は
、
底
部
で
土
器
の 

全
重
量
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
上
に
、
器
形
が
壺
形
で
、
釣
り
手 

土
器
の
よ
う
な
大
き
な
窓
が
な
く
、
小
型
で
軽
量
で
あ
る
た
め
に 

運
搬
、
移
動
に
適
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
携
帯
用
と
し
て
作
ら
れ 

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
口
径
が
わ
ず
か
に
四
セ
ン
チ
（
大
形 

の
土
器
）
で
、
容
量
も
小
さ
い
た
め
に
、
中
に
も
の
を
入
れ
る
に 

は
、
大
き
な
制
約
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
特
殊
な
物
を
入
れ
た
と
考 

      

現
で
き
な
い
う
ら
み
が
あ
る
。 

 

こ
の
特
殊
な
土
器
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
最
も
関
連
の
深
い
市 

来
式
土
器
に
つ
い
て
見
て
も
、
類
例
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。 

複
雑
な
構
造
と
機
能
を
も
つ
こ
の
よ
う
な
土
器
が
出
現
し
た
こ
と 

は
ま
っ
た
く
驚
き
で
あ
る
。（
Ｍ
図
―
О
図
）
お
そ
ら
く
、
習
俗 

に
根
ざ
し
て
新
た
に
工
夫
考
案
さ
れ
、
創
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ 

う
。 

 

(三) 

埋
葬
土
壙 

 

宇
宿
貝
塚
で
は
、
遺
跡
発
見
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
昭
和
八 

年
の
県
道
工
事
中
に
、
壺
を
抱
い
た
よ
う
な
格
好
で
人
骨
が
発
見 

さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
県
道
は
、
遺
跡
の
東
に
沿
っ
て
ほ
ぼ
南
北 

に
走
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
人
骨
は
、
石
囲
い
住
居
址
よ
り
東
側 

で
発
見
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。 

 

昭
和
五
十
三
年
の
調
査
で
は
、
西
側
の
石
囲
住
居
址
よ
り
北
西 

方
向
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
、母
子
の
埋
葬
址
が
発
見
さ
れ
た
。 

 

埋
葬
土
壙
は
、
地
表
よ
り
五
十
五
セ
ン
チ
の
深
さ
に
あ
り
、
底 

面
で
は
長
さ
百
八
十
五
セ
ン
チ
、
幅
七
十
一
セ
ン
チ
、
深
さ
三
十 

七
セ
ン
チ
の
隅
ま
る
の
長
方
形
を
呈
す
る
、
袋
状
の
土
壙
で
あ
っ 

た
。
土
壙
上
面
は
底
面
よ
り
狭
く
、
長
径
百
五
十
七
セ
ン
チ
、
短 

え
ら
れ
る
。 

 

二
重
口
縁
土
器
の
出
土
状
況
を
見
る
と
、
小
型
の
土
器
は
、
遺 

跡
の
西
南
隅
に
、
石
囲
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
、
大
き
い
土
器
は
そ 

れ
よ
り
十
数
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
、
東
北
隅
の
土
壙
の
中
か
ら
発
見 

さ
れ
た
。
石
囲
の
中
の
小
形
の
土
器
に
は
、
焚
火

た
き
び

な
ど
を
受
け
た 

様
子
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、大
き
な
土
器
は
、縦
七
十
セ
ン
チ
、 

横
四
十
一
セ
ン
チ
、
深
さ
九
セ
ン
チ
の
土
壙
の
中
央
に
、
横
倒
し 

の
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。こ
れ
は
当
初
よ
り
故
意
に
横
位
に
置
き
、 

焚
火
を
行
っ
た
も
の
で
、
土
器
の
上
面
は
火
熱
を
受
け
て
変
色
し 

て
い
た
が
、
下
面
の
土
に
接
し
て
い
た
部
分
は
、
何
の
変
化
も
受 

け
て
い
な
か
っ
た
。 

 

二
重
口
縁
土
器
が
、
遺
跡
両
隅
に
設
け
ら
れ
た
、
石
囲
い
と
土 

壙
の
な
か
に
配
置
さ
れ
、
し
か
も
大
き
な
土
器
は
、
通
常
の
煮
炊 

き
と
異
な
る
状
態
で
、
焚
火
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
特
殊
な
意 

味
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

懸
垂
用
の
土
器
と
い
う
意
味
で
、
釣
り
手
土
器
と
し
た
が
、
内 

容
も
異
な
り
、
発
生
に
つ
い
て
も
別
系
統
と
考
え
ら
れ
、
む
し
ろ 

携
帯
土
器
と
呼
ぶ
の
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
一
面
で
は
、 

呪
術
的
な
用
途
を
も
つ
こ
と
が
、そ
の
出
土
状
況
か
ら
考
え
ら
れ
、 

単
に
携
帯
用
と
す
る
だ
け
で
は
、
そ
の
呪
具
と
し
て
の
性
格
を
表 

      

径
六
十
セ
ン
チ
の
楕
円
形
で
、
表
面
に
清
浄
な
砂
を
ま
き
、
そ
の 

上
を
、
自
然
礫
を
用
い
て
一
部
被
覆
し
て
い
る
。 

 

埋
葬
の
時
期
は
、
土
壙
内
の
遺
物
か
ら
見
て
、
宇
宿
上
層
式
土 

器
の
時
期
と
考
え
ら
れ
、
弥
生
時
代
後
期
に
該
当
す
る
も
の
と
思 

わ
れ
る
。 

 

母
子
と
思
わ
れ
る
二
個
の
遺
体
の
合
葬
で
、
そ
の
方
法
も
極
め 

て
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。 

 

成
人
の
遺
体
は
土
壙
の
中
軸
に
沿
っ
て
、
Ｓ
Ｗ
35
の
方
向
に
、 

仰
臥
屈
葬
さ
れ
、
顔
は
斜
め
左
に
向
け
、
両
手
は
曲
げ
て
、
右
手 

は
胸
に
、
左
手
は
腹
上
に
置
き
、
両
足
は
伸
ば
し
て
い
る
が
、
左 

脚
は
尐
し
曲
げ
て
左
膝
が
や
や
外
側
へ
移
行
し
て
い
た
。
骨
の
保 

存
状
態
は
良
か
っ
た
が
、
右
半
身
に
比
べ
れ
ば
、
左
側
は
や
や
劣
っ 

て
い
た
。
両
膝
の
間
に
は
、
四
個
の
礫
と
磨
製
の
小
形
石
器
が
配 

置
さ
れ
、こ
れ
を
除
く
と
、真
下
に
嬰
児

え
い
じ

骨
の
埋
葬
を
発
見
し
た
。 

 

成
人
骨
は
頭
頂
骨
か
ら
踵

し
よ
う

骨こ
つ

ま
で
、
現
場
で
測
っ
た
結
果
で 

は
、
身
長
が
百
四
十
五
セ
ン
チ
で
低
い
方
で
あ
る
が
、
骨
格
が
き
ゃ 

し
ゃ
で
あ
る
た
め
に
長
身
の
よ
う
な
感
じ
を
与
え
た
。
四
肢
骨
の 

粗
面
は
発
達
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
生
前
、
労
働
に
従
事
し
て 

い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
年
齢
は
二
十
～
二
十
五
歳
の 
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女
性
で
、
ガ
ラ
ス
製
丸
玉
二
個
、
同
小
玉
四
十
個
、
骨
製
管
玉
四 

個
を
首
に
か
け
た
状
態
で
玉
は
右
耳
の
あ
た
り
か
ら
後
頭
部
へ
か 

け
て
発
見
し
た
。 

 

嬰
児

え
い
じ

骨
は
、
成
人
骨
の
両
足
の
間
に
狭
ま
れ
て
、
四
個
の
礫
の 

真
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
頭
部
を
成
人
骨
の
左
膝
関
節
に
接
し
、 

成
人
骨
と
は
方
向
を
逆
に
し
て
、
脚
部
を
成
人
骨
の
右
大
腿
骨
の 

半
ば
あ
た
り
に
置
き
、や
や
右
向
き
の
姿
勢
で
埋
葬
さ
れ
て
い
た
。 

頭
部
か
ら
脚
部
ま
で
の
長
さ
三
十
セ
ン
チ
、
幅
十
五
セ
ン
チ
の
範 

囲
に
分
布
し
、
頭
骨
は
平
坦
に
ひ
ら
い
て
い
る
が
、
右
側
面
に
や 

や
原
型
を
と
ど
め
、
左
上
腕
骨
・
尺
骨
・
橈と

う

骨
は
胸
の
あ
た
り
に
、 

ひ
じ
の
関
節
で
浅
く「
く
」字
状
に
屈
折
し
て
明
瞭
に
認
め
ら
れ
、 

両
脚
は
大
腿
骨
・
脛け

い

骨
・
緋ひ

骨
左
右
と
も
に
そ
ろ
っ
て
お
り
、
右 

足
は
上
体
と
直
角
を
な
し
て
前
方
に
伸
ば
し
、
左
足
は
深
く
屈
折 

し
て
そ
の
上
に
重
ね
た
状
態
で
あ
っ
た
。
嬰
児
骨
の
直
上
は
、
四 

個
の
礫
で
、
頭
部
か
ら
胸
部
へ
か
け
て
す
っ
ぽ
り
と
覆
わ
れ
、
礫 

群
に
浴
っ
て
、
長
さ
四
セ
ン
チ
の
、
二
等
辺
三
角
形
に
近
い
、
小 

形
磨
製
石
器
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。 

 

両
遺
体
は
、
袋
状
土
壙
を
掘
っ
て
、
そ
の
床
面
に
置
き
、
嬰
児 

遺
体
を
礫
で
被
覆
し
た
の
ち
、
土
を
埋
め
戻
し
、
最
後
に
、
他
よ 

り
運
ん
だ
清
浄
な
砂
を
散
布
し
、
成
人
遺
体
の
上
半
身
の
直
上
あ 

      

個
・
棗

な
つ
め

玉
一
個
・
塞
扞

そ
く
か
ん

状
ガ
ラ
ス
器
五
個
が
、
着
装
の
状
態
を
推 

定
で
き
る
よ
う
な
連
珠
の
ま
ま
の
形
で
出
土
し
た
。
こ
れ
は
女
性 

の
頭
飾
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

弥
生
時
代
後
期
に
は
、
着
装
の
位
置
が
判
明
す
る
数
も
増
加
し 

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
三
津
永
田
遺
跡
の
石
蓋
を
有
す
る
単た

ん

甕お
う

で 

は
、
遺
骸
の
頸
部
か
ら
小
玉
数
十
個
が
発
見
さ
れ
、
対
島
塔
ノ
首 

遺
跡
の
2
号
棺
で
は
、
ガ
ラ
ス
玉
類
が
胸
か
ら
頭
に
か
け
て
の
位 

置
に
散
乱
し
て
出
土
し
た
。
福
岡
市
宝
満
尾
遺
跡
の
15
号
土
壙
墓 

で
は
頭
の
位
置
に
、
小
玉
五
百
四
十
個
が
出
土
し
、
首
に
か
け
て 

い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
福
岡
県
門
田
遺
跡
辻
田
地
区 

の
石
蓋
の
あ
る
土
壙
墓
の
遺
体
頸
部
付
近
か
ら
百
八
十
個
の
小
玉 

が
数
条
に
な
り
、
両
耳
付
近
に
は
数
百
の
泡
玉
が
環
状
を
な
し
て 

出
土
し
て
い
る
。
以
上
に
あ
げ
た
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
お
お 

か
た
は
頸

飾

く
び
か
ざ
り

と
し
て
着
装
さ
れ
て
お
り
、
検
出
例
は
北
九
州
に 

限
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
ガ
ラ
ス
製
玉
類
を
、
連
珠
と
し
て
頸 

飾
と
す
る
風
習
は
、
北
九
州
で
農
耕
を
生
産
基
盤
と
し
た
新
し
い 

社
会
構
造
が
形
成
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
中
で
の
特
殊
な
身
分
（
司 

祭
者
）
の
人
々
の
間
に
産
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
は
る
か
に
遠 

く
海
山
を
隔
て
た
奄
美
の
宇
宿
貝
塚
に
お
い
て
、
北
九
州
と
同
じ 

ガ
ラ
ス
製
玉
類
の
連
珠
頸
飾
を
着
装
す
る
風
習
の
存
在
が
明
ら
か 

た
り
に
、
礫
を
配
置
し
て
い
る
。（
P
図
） 

 

宇
宿
貝
塚
の
埋
葬
法
は
、
配
石
墓
で
土
壙
の
上
面
を
、
一
列
に 

半
周
す
る
程
度
の
配
石
で
あ
る
。
標
識
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
の 

で
あ
ろ
う
。
袋
状
土
壙
で
あ
る
点
に
特
色
が
あ
り
、
他
に
類
例
を 

見
な
い
。
母
子
埋
葬
の
例
は
、
縄
文
後
期
福
岡
県
山
鹿
貝
塚
に
、 

成
人
女
性
二
体
の
間
に
一
体
の
乳
児
骨
を
葬
っ
た
例
が
あ
っ
て
、 

母
子
関
係
が
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
股
間
に
新
生
児
を
納
め
た
埋 

葬
は
め
ず
ら
し
い
。
分
娩

ぶ
ん
べ
ん

に
よ
っ
て
母
子
共
に
死
亡
し
た
も
の
で 

あ
ろ
う
か
。 

 

新
生
児
に
は
、
特
に
四
個
の
礫
に
よ
っ
て
被
覆
を
行
い
、
成
人 

骨
に
は
被
覆
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
差
別
は
い
か
な
る
理
由
に
も 

と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
疑
問
の
生
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新 

生
児
に
は
、
小
型
の
磨
製
石
器
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
が
、
石
器
時 

代
に
あ
っ
て
は
副
葬
品
は
、
被
葬
者
が
生
前
に
着
装
し
て
い
た
身 

体
装
飾
品
に
限
ら
れ
た
感
が
あ
り
、
こ
の
例
は
き
わ
め
て
特
殊
な 

も
の
と
い
え
よ
う
。
副
葬
さ
れ
た
小
形
磨
製
石
器
は
、
一
種
の
儀 

器
で
あ
ろ
う
。 

 

ガ
ラ
ス
製
玉
類
が
、
連
珠
と
し
て
身
体
に
着
装
さ
れ
た
こ
と
が 

確
実
に
な
る
の
は
弥
生
時
代
中
期
で
、
福
岡
県
立
岩
遺
跡
（
弥
生 

中
期
）
28
号
甕
棺
か
ら
ガ
ラ
ス
製
管
玉
五
百
五
十
三
個
・
丸
玉
一 

      

に
な
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
文
化
の
伝
播

で
ん
ぱ

が
意
外
に
急
速
に
行
わ
れ 

た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
と
同
時
に
、
サ
ウ
チ
遺
跡
に
お
け
る
弥
生 

文
化
の
定
着
、
宮
崎
県
大
萩
遺
跡
、
鹿
児
島
県
広
田
遺
跡
に
お
け 

る
ガ
ラ
ス
製
小
玉
の
発
見
な
ど
の
背
景
を
考
え
る
と
き
に
、
伝
播 

の
必
然
性
も
首
肯
で
き
る
。 

 

成
人
被
葬
者
は
百
四
十
四
・
八
一
セ
ン
チ
と
低
身
長
で
、
短 

頭
・
低
顔
で
あ
り
、
種
子
島
広
田
弥
生
人
骨
の
形
質
に
、
類
似
点 

が
多
い
と
い
う
。
上
腕
骨
は
短
く
て
細
く
、
三
角
筋
粗
面
の
発
達 

も
悪
く
、
扁
平
性
も
認
め
ら
れ
な
い
。
大
腿
骨
も
同
様
で
、
短
く 

細
く
、
粗
面
の
発
達
も
き
わ
め
て
悪
く
、
頸
骨
も
短
く
て
細
く
、 

骨
体
の
扁
平

へ
ん
ぺ
い

性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
以
上
の
特
徴
か
ら
被
葬
者
は 

生
前
に
労
働
を
全
然
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

被
葬
者
が
属
す
る
社
会
で
、
特
殊
な
、
た
と
え
ば
司
祭
者
と
い 

う
よ
う
な
身
分
の
人
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
身
体
的
特
徴
が
明 

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
大
変
興
味
の
あ
る
こ
と
で
、
身
分
と
身 

体
的
特
徴
の
あ
い
だ
に
、
必
然
的
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
司
祭 

者
の
日
常
生
活
の
一
面
も
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 
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